
ユーザ事例

IT サービス企業

リンク＆リンケージ株式会社
リンク＆リンケージが「カバヤ・オハヨー基幹システム」のインフラ
を刷新しました。「オンライン/バッチ処理の高速化」と「データ分
析の高度化」を同時に実現するために、システム全体の処理能力
を大幅に強化。ハイブリッドクラウド化に向けた準備も整えました。

お問い合わせ

日本カバヤ・オハヨーホールディングスグループのIT 領域を担うリンク＆リンケージが、「カバヤ・
オハヨー基幹システム」のインフラを刷新しました。NetApp AFF オールフラッシュアレイを採用
し、バッチ処理時間を1/4に短縮するなど大幅な高速化を実現。BI ツールによる業務データ
分析をより高度化し、データマイニングの実行基盤としても利用していく計画です。同社では
データ保護・BCP 対策の強化に向けて、NetApp AFF とパブリッククラウドサービスの連携の
検討にも着手しました。

24時間365日無停止で運用する基幹システムと
データマイニング基盤の統合を
NetAppオールフラッシュアレイが実現

バッチ処理時間を

1/4に

重複排除率

40％を達成
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“システム全体のパフォーマンス向上、という目標は十分に達成されました。さら
に重要なのは、カバヤ・オハヨーグループの中長期戦略としてのブランド価値
向上に本システムが寄与できることです。今後は、食品メーカーとして独自の『単品
管理』にチャレンジし、お客様ニーズをいち早く捉え、ニーズを先取りする新商品
の開発へとつなげていく考えです”
リンク＆リンケージ株式会社 IT 事業部 システム開発部 次長 兼 システム開発課 課長
難波 毅 氏

チャレンジ
24時間止まらない業務を支える
基幹システムの仮想化基盤を最新化
リンク＆リンケージは、日本カバヤ・オ
ハヨーホールディングスグループにお
けるシステム開発、物流、受注機能を
統合する戦略的企業として2017年7月
に設立されました。グループの中核企
業であるカバヤ食品、オハヨー乳業の
サプライチェーンの根幹を24時間体制
で支えるミッションを担います。同社 IT
事業部 システム開発部 次長の難波毅
氏は次のように説明します。

「私たちIT 事業部が構築・運用を手が
ける『カバヤ・オハヨー基幹システム』は、
販売/財務/請求/購買/在庫の管理か
ら原材料調達までを担う、24時間無停
止で運用される最重要の環境です。メ
インフレームで運用してきたシステムを
2013年に全面刷新し、Windows ベー
スのアプリケーションで再構築しました。
インフラには仮想化テクノロジーを採
用して、基幹システムだけでなくデータ
分析系システム、グループウェアなどを
統合しています」

「カバヤ・オハヨー基幹システム」を支
える仮想化基盤は、パフォーマンスに
十分な余力をもって構築されたといい
ます。しかし、ビジネスをとりまく環境
の変化がシステム負荷を急速に高めて
いきました。

「2016年3月に日本カバヤ・オハヨー
ホールディングスが設立され、グループ
は持ち株会社体制に移行しました。経
営の意思決定の迅速化を掲げ、戦略的
なデータ活用が全社で推し進められる
中、仮想化基盤のストレージ環境のパ
フォーマンス不足が徐々に顕在化して
いきました」（難波氏）

最も深刻だったのは実績データ集計の
時間の伸長でした。カバヤ食品、オハ
ヨー乳業では工場を24時間体制で稼
働させており、バッチ処理の遅延が受
注から生産に至る業務サイクルを停滞
させるリスクを高めていたのです。

「2017年4月、2時間を要していたバッチ
処理時間を半減させることを目標に、
次期仮想化基盤の検討に着手しました。
そしてもうひとつ、戦略的なデータ活用
をいっそう強化し、BIツールによるデー
タ分析にとどまらず、需要予測や生産
量の最適化まで踏み込んだデータマイ
ニングの実用化を目標に掲げました」
と難波氏は話します。

難波氏を中心とする仮想化基盤刷新プ
ロジェクトは、「ストレージI/Oのボトル
ネックを解消し、システム全体のパフォー
マンスを大幅に引き上げる」という基
本方針を掲げました。慎重な検討を経
てリンク＆リンケージが採用したのは、
最新のオールフラッシュアレイNetApp 
AFF A200です。

ソリューション
フラッシュ/ディスク/クラウドの
全域に有効なNetApp ONTAP 9の
データ管理機能
リンク＆リンケージが採用したNetApp 
AFF は、業界をリードするパフォーマン
スと、NetApp ONTAP 9のデータ管理
機能が高く評価されているオールフラッ
シュアレイ製品です。カバヤ食品とオハ
ヨー乳業の基幹業務を支える統合スト
レージとして導入された NetApp AFF 
A200は、2Uのコンパクトな筐体で2コン
トローラーをActive - Activeで稼働させ、
高いパフォーマンスと優れた耐障害性
を実現しています。同社がNetApp AFF
に着目した視点はユニークでした。

「NetApp AFF が搭載するOS『ONTAP』
の機能の豊富さに、まず注目しました。
中でも、複数のワークロードが混在す
る環境で高いパフォーマンスを維持で
きる最適化機能、標準で利用できるシ
ステム監視 /パフォーマンス計測機能、
パブリッククラウドサービスとの連携機
能に魅力を感じました」と難波氏は説
明します。
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「NetApp 製品は、ストレージ専業ベン
ダーとしてハードウェア/ソフトウェア
の統合的な設計思想が優れていると
直感しました。他のストレージOSの進
化のスピードが上がらない中、ONTAP
はクラウド連携を中心に目に見えて進
化し続 けていることが わ かります。
ONTAPのコミュニティの活動も非常に
活発ですね」とIT事業部 システム開発
部 システム開発課の杉山圭太氏も話
します。

NetApp AFF がオールフラッシュアレイ
市場で独自のポジションを獲得してい
る理由のひとつに、「ONTAPデータ管
理ソフトウェア」の機能拡充のスピード
があります。最新の ONTAP 9では、フ
ラッシュ/ディスク/クラウドの全域に、
ONTAP ならではのシンプルかつ統合
的な使い勝手を提供します。

「NetApp AFFは、パフォーマンスと信頼
性における要件に応えられるだけでなく、
重複排除・圧縮による優れた容量効率、
スケールアウトによる柔軟な拡張、洗
練されたクラウド連携バックアップなど、
これから数年間使い続ける中で必要
となる機能がすでに整っていました」

（杉山氏）

バッチ処理時間を1/4に短縮
オンライン処理も体感速度を大きく改善

次期仮想化基盤の構築は2017年末に
開始され、翌年2月から稼働を開始し
ています。アプリケーションをはじめソ
フトウェア資産をそのままにインフラを
最 新 化 し ま し た。NetApp AFF は、
Hyper-V 環境とFCで接続するブロック
ストレージとして採用されています。

「NetApp AFFオールフラッシュアレイの
威力は絶大でした。最大2時間を要し
ていたバッチ処理を30分に短縮し、余
裕をもって最新データを全社に提示で
きるようになりました。当初は2倍の性
能目標を掲げていましたが、期待を大
きく上回る成果です。データ分析を含
むオンライン処理のレスポンスも、体感
できるほど改善しています」（杉山氏）

従来のストレージ環境は110本以上の
SAS/SATA HDDを利用してきましたが、
新システムではわずか24本のSSDに置
き換えられました。これにより、「故障
の原因となるコンポーネントが大幅に
削減されて信頼性が向上し、ストレー
ジ機器が占有するスペースは実に1/10
以下にまで削減された」（杉山氏）とい
います。

「NetApp AFFの重複排除・圧縮機能を
利用することで、データ量を40% 以上
削減できたことも大きいですね。現時
点では容量にかなりの余裕があります。

将来、他のシステムを統合することに
なっても、NetApp AFF ならスケール
アウトによる柔軟な拡張が可能です」

（難波氏）

現在リンク＆リンケージでは、ローカル
バックアップ用にNetApp FAS の導入
を進めています。ONTAPが提供するレ
プリケーション機能「SnapMirror」を利
用して、NetApp AFF（SSD）からNetApp 
FAS（NL-SAS）へのバックアップを効率
的に行う考えです。

「平成30年7月豪雨では、カバヤ食品と
オハヨー乳業の生産設備にも影響を
及ぼしました。改めてBCPと災害対策
システムの重要性を認識させられました。

『Cloud Volumes ONTAP』を利用して、
オンプレミスのNetApp AFFとパブリッ
ククラウドを連携させるバックアップ
を一日も早く実現したいと考えています」

（難波氏）

また、難波氏らは「ファブリックプール
にも注目している」といいます。ファブ
リックプールは、オブジェクトストレー
ジへのバックアップやティアリング（デー
タ階層管理）を容易に実現する機能。
NetApp AFFにホットデータを残したまま、
アクセス頻度の低いデータを低コスト
のクラウドストレージに移すような運用
も可能になります。
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こうした「ハイブリッド環境におけるデー
タの最適配置」「置き場所を意識させな
いシームレスなデータ活用」は、ネット
アップが提唱する「データファブリック
戦略」が目指している世界です。

ベネフィット
企業ブランド価値向上に寄与する
独自の「単品管理」へのチャレンジ
カバヤ・オハヨーグループでは、グルー
プ全社を挙げて戦略的なデータ活用を
推進しています。これを支えていくのも、
基幹システムと分析系システムを統合
した新しい仮想化基盤です。

「BIツールを利用した過去データの分
析だけでなく、今後はデータマイニング
によるより精度の高い需要予測、調達
と生産の最適化を追求していきます。

これにAI/マシンラーニングを組み合わ
せて、現在は人手に頼っている発注業
務や生産計画の立案を自動化すること
が目標です。すでにプロトタイプを構築
して検証に着手しています」（杉山氏）

生産数量の最適化、販売機会損失や
過剰在庫の解消は、食品メーカーにとっ
て永遠のテーマ。NetApp AFF は基幹
システムのデータを高速に取り込み、
オールフラッシュならではの高パフォー
マンスで分析・データマイニングを実行
します。難波氏は次のように話して締
めくくりました。

「オールフラッシュアレイ導入によるシ
ステム全体のパフォーマンス向上、とい
う目標は十分に達成されました。さら
に重要なのは、カバヤ・オハヨーグルー
プの中長期戦略としてのブランド価値

向上に本システムが寄与できることです。
今後は、食品メーカーとして独自の『単
品管理』にチャレンジし、お客様ニーズ
をいち早く捉え、ニーズを先取りする新
商品の開発へとつなげていく考えです。
NetAppには、私たちのビジネスを支え
るテクノロジーを進化させてもらえるこ
とを期待しています」

（お客様紹介）

日本カバヤ・オハヨーホールディングス株式会社
日本カバヤ・オハヨーホールディングスグルー
プの持株会社としてグループ経営をリード。「真
の欲求を究めて、ホンモノをカタチにする」を
テーマとし、食・住・教育・レジャー・IT など生
活に密着した商品・サービスを提供している。

カバヤ食品株式会社
おいしさ、健康・美、たのしさを追求し、ロング
セラーの「ジューC」（清涼菓子）をはじめ、「さ
くさくぱんだ」（チョコレート菓子）や「ピュアラ
ルグミ」、「塩分チャージタブレッツ」など、子供
から大人まで楽しめる商品を提供している。

オハヨー乳業株式会社
ヨーグルト、プリン、飲料、アイス等の乳製品
を製造販売。創業以来「おいしさ」にこだわり、
どこよりも「おいしさ」を追求。素材の良さを
活かす高い技術力と新しいおいしさを生み出
す商品開発力で、こだわりのある商品を提供
している。

ネットアップは、ハイブリッド クラウドのデータに関するオー
ソリティです。クラウド環境からオンプレミス環境にわたる
アプリケーションとデータの管理を簡易化し、デジタル変革を
加速する包括的なハイブリッド クラウド データサービスを
提供しています。グローバル企業がデータのポテンシャルを
最大限に引き出し、お客様とのコンタクトの強化、イノベー
ションの促進、業務の最適化を図れるよう、パートナー様と
ともに取り組んでいます。

詳細については、www.netapp.com/jp をご覧ください。
#DataDriven
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NetApp FAS

03-6870-7400お問い合わせ
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